
1

で
生
み
だ
し
、
守
り
伝
え
て
き
た
文
化
的
な

遺
産
で
す
。

　

文
化
財
と
い
え
ば
、
奈
良
や
京
都
な
ど
に

あ
る
寺
社
や
仏
像
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
江

東
区
内
に
も
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
財
が

１
０
０
０
件
以
上
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

有
形
文
化
財
（
仏
像
や
石
造
物
な
ど
）、
無

形
文
化
財
（
民
俗
芸
能
、
職
人
の
技
）
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

時
代
的
に
は
、
江
東
区
の
大
部
分
が
江
戸

時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
前

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
東

大
震
災
や
戦
災
で
物
を
失
っ
て
き
た
歴
史
を

考
え
る
と
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
文
化
財
は
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
う
え
で
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
失
っ
た
ら
、
2
度
と

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
な

の
で
す
。

　

本
誌
に
は
、
文
化
財
、
そ
し
て
地
域
の
歴

史
な
ど
、
様
々
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

年
度
初
め
の
「
下
町
文
化
」
で
は
、
前
年

度
新
た
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
も
新
指
定
文
化

財
3
件
、
登
録
文
化
財
2
件
を
2
・
3
面
で

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
文
化
財
っ
て
何
」
と
い
う
方

も
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
財
は
、

過
ぎ
去
っ
た
時
代
、
地
域
に
生
き
た
数
え
き

れ
な
い
人
々
が
、
生
活
そ
の
他
諸
活
動
の
中

　

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の

吉
原
健
一
郎
先
生
は
、去
る
３
月
22
日
に
薬

石
効
な
く
、ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
吉
原
先
生
は
、昭
和
61
年
以
来
、長

年
に
わ
た
り
本
区
の
文
化
財
保
護
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

体
調
を
く
ず
さ
れ
て
も
、な
お
審
議
会
を

ご
心
配
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
関
連
記
事
４
面
】

　

吉
原
健
一
郎
先
生
逝
く

NO.

257
2012.4.27

江東区地域振興部
文化観光課文化財係

　江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長 松
平康夫：東京福祉大学教授）の答申を受け、新たに３件を
指定、2件を登録しました。また、指定1件、登録２件を解
除したため、登録文化財の総数は1055件となりました。

鬼子母神道道標・
　　更紗染（染織）・指物（木工）

◆平成23年度新指定文化財◆

鬼子母神道道標
（正面）

鬼子母神道道標
（正面） 更紗染作品各種更紗染作品各種 指物作品（荒磯棚）指物作品（荒磯棚）

■
文
化
財
は
地
域
を
知
る

歴
史
・
文
化
遺
産

○新指定・登録文化財紹介
○文化財保護審議会委員
　吉原健一郎先生訃報
○新刊案内
○江東区芭蕉記念館特別展
　江戸という時代と文芸
　風景漫画家沖山潤の芭蕉と歩く東京
○江東の古道をゆく番外編
　川の道小名木川と名所
○囲炉裏端（旧大石家日記）⑬
○「江東古写真展」を振り返って
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指
定
文
化
財

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

鬼き

し

ぼ
子
母
神じ

ん

道み
ち

道ど
う

標ひ
ょ
う

東
砂
1
―
4
―
6　

上
妙
寺

　

江
戸
時
代
後
期
の
文
化
10
年
（
１
８
１
３
）

に
神
田
小
柳
町
の
商
人
井
筒
屋
久
治
郎
・
伊

勢
屋
平
吉
・
佐
野
屋
平
七
の

3
名
が
世
話
人
と
な
っ
て
、
江

戸
か
ら
上
妙
寺
へ
参
詣
に
来
る

人
々
の
た
め
に
建
立
（
再
建
）

し
た
道
標
で
す
。
当
初
は
小
名

木
川
沿
い
の
道
に
、
西
に
向
け

て
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

戦
後
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
妙
寺
の
鬼
子
母
神
像
は
、

第
8
世
日
達
の
時
代
に
大
津
波
で
境
内
に
流

れ
着
き
、
第
11
世
日
龍
の
時
代
に
建
立
さ
れ

た
鬼
子
母
神
尊
神
堂
に
祀
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
由
緒
か
ら
「
海
中
出

現
の
鬼
子
母
神
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
、天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
刊
行
の
『
東

都
本
化
道
場
記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
道
標
は
そ
れ
よ
り
も
20
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
て
お
り
、
文
化
年
間
に
は
上
妙
寺

の
鬼
子
母
神
像
が
江
戸
の
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
道
標
は
再

建
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
元
の
道
標
は
さ

ら
に
古
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
道
標
は
、
19
世
紀
初
め
頃
か
ら
上
妙

寺
の
鬼
子
母
神
が
信
仰
を
集
め
、
江
戸
か
ら

多
く
の
参
詣
客
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
小
名
木
川
沿
い
の
道
に
参
詣
の
道

と
し
て
の
性
格
も
あ
り
、
現
在
の
東
砂
周
辺

が
江
戸
の
人
々
の
参
詣
地
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

木も
っ
こ
う工

（
指さ

し
も
の物

） 

保
持
者　

山
田
一
彦

　

指
物
と
は
、
種
々
の
木
材
を
木
取
り
し
、

組
み
立
て
、
箱
や
器
、
和
家
具
な
ど
の
精
巧

な
木
工
品
を
作
る
技
術
で
す
。
金
属
の
釘
は

用
い
ず
、
端
嵌
（
ハ
シ
バ
ミ
）、

（
ホ
ゾ
）

な
ど
、
外
か
ら
は
見
え
な
い
継
ぎ
手
の
技
法

に
よ
っ
て
組
み
立
て
ま
す
。
江
戸
で
は
、
木

地
を
生
か
し
た
素
朴
な
日
用
品
や
茶
道
具
な

ど
を
作
る
「
江
戸
指
物
」
と
し
て
確
立
し
ま

し
た
。

　

山
田
一
彦
さ
ん
は
、
昭
和
17
年
生
ま
れ
で
、

祖
父
の
代
か
ら
続
く
指
物
師
の
三
代
目
で

す
。
都
立
工
芸
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
建
築

事
務
所
で
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
積
み
、
一
級

建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
父
・
千
吉
さ
ん
（
明
治
44
年
生
、
元
江

東
区
無
形
文
化
財
保
持
者
）
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
修
業
を
重
ね
ま
し
た
。
昭
和
59
年
に

千
吉
さ
ん
が
亡
く
な
る
と
後
を
継
ぎ
、
三
代

嘉
丙
・
茶
道
指
物
「
千
匠
」
と
し
て
独
立
し

ま
し
た
。
現
在
は
江
戸
指
物
協
同
組
合
の
理

事
を
つ
と
め
、
平
成
12
年
に
は
国
の
伝
統
工

芸
士
、
平
成
17
年
に
は
東
京
都
優
秀
技
能
者

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
の
技
術
は
、
す
べ
て
の
工
程
で

手
作
業
に
こ
だ
わ
り
、江
戸
時
代
以
来
の
「
江

戸
指
物
」
の
技
術
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

染せ
ん

織し
ょ
く（
更さ
ら

紗さ

染ぞ
め
） 

保
持
者　

佐
野
利
夫

佐
野
勇
二

　

更
紗
は
、
イ
ン
ド
、
ジ
ャ
ワ
、
タ
イ
、
ス

マ
ト
ラ
、
中
国
、
イ
ラ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
に
お
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
染
め
物
で

す
。
日
本
に
は
、
す
で
に
中
世
に
は
輸
入
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
後
半
に
は
、
型
紙
を
用
い
、

刷
毛
で
染
料
を
布
に
摺
り
込
ん
で
い
く
や
り

方
で
、
和
更
紗
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
江
戸
更
紗
は
、
江
戸
好
み
の
独
特
な

渋
味
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

江
東
区
周
辺
に
は
、
染
め
物
業
者
が
多
く

い
ま
し
た
。
日
本
橋
の
問
屋
か
ら
比
較
的
近

く
、
地
価
が
安
い
こ
と
か
ら
仕
事
場
と
干
し

場
の
た
め
の
広
い
土
地
が
得
や
す
く
、
ま
た

染
め
上
が
っ
た
布
を
洗
う
た
め
に
必
要
な
河

川
が
近
く
に
あ
っ
た
た
め
で
す
。
更
紗
染
業

は
地
場
産
業
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、
現
在

区
内
で
は
、
利
夫
さ
ん
と
勇
二
さ
ん
ご
兄
弟

の
工
房
の
み
と
な
り
、
更
紗
染
は
稀
少
な
伝

統
技
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
野
利
夫
さ
ん
は
、
昭
和
12
年
に
大
島
に

生
ま
れ
、
21
歳
か
ら
父
佐
野
一
幸
さ
ん
に
つ

い
て
修
業
を
始
め
、
一
幸
さ
ん
や
当
時
工
房

に
い
た
職
人
さ
ん
た
ち
の
技
を
見
な
が
ら
技

術
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
簡
単
な
も
の（
ア

ル
バ
ム
の
表
紙
や
和
装
小
物
、
額
絵
）
か
ら

始
め
、
1
年
く
ら
い
た
っ
て
反
物
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
幸
さ
ん
の
没

後
、
三
代
目
更
濱
を
名
乗
り
、
弟
勇
二
さ
ん

鬼子母神道道標（左側面）

山田一彦氏
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と
と
も
に
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

佐
野
勇
二
さ
ん
は
、
昭
和
13
年
に
大
島
に

生
ま
れ
、
28
歳
か
ら
兄
利
夫
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
、
父
一
幸
さ
ん
や
工
房
に
い
た
職
人
さ

ん
た
ち
の
技
を
見
て
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

現
在
、
利
夫
さ
ん
と
と
も
に
仕
事
を
続
け
、

主
に
洋
服
用
布
地
を
染
め
て
い
ま
す
。
型
染

の
後
、
刷
毛
で
ボ
カ
シ
や
、
筆
入
れ
を
加
え

る
な
ど
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）】

石せ
き
ぞ
う
し
ん

造
神
狐こ

像ぞ
う　

昭
和
6
年
在
銘　

一
対

永
代
2
―
37　

福
住
稲
荷
神
社

　

福
住
稲
荷
神
社
は
、
深
川
福
住
町
（
現
永

代
2
）
に
あ
っ
た
近
江
屋
喜
左
衛
門
屋
敷
の

邸
内
祠
で
あ
っ
た
も
の
で
、
明
治
9
年
に
澁

澤
栄
一
が
近
江
屋
屋
敷
を
買
収
し
て
、
明
治

30
年
に
澁
澤
倉
庫
部
（
の
ち
の
澁
澤
倉
庫
株

式
会
社
）
を
創
業
し
た
あ
と
は
、
同
社
の
守

護
神
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
狐
像
は
、
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
で

焼
失
し
た
福
住
稲
荷
神
社
が
、
昭
和
5
年
に

再
興
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
澁
澤
倉
庫
社

員
一
同
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
3
年
に
社
殿
内
部
か
ら
発
見
さ
れ
た

奉
納
目
録
に
は
、
奉
納
者
と
し
て
当
時
の
社

員
87
名
の
名
前
が
連
な
っ
て
お
り
、
深
川
の

近
代
倉
庫
業
に
関
わ
っ
た
人
々
の
信
仰
を
伝

え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

力ち
か
ら

石い
し　

10
個

永
代
2
―
37　

福
住
稲
荷
神
社

　

澁
澤
倉
庫
の
守
護
神
で
あ
る
福
住
稲
荷
神

社
に
納
め
ら
れ
て
い
る
力
石
で
す
。
10
個
の

う
ち
6
個
に
は
「
佐
賀
町
」
の
文
字
が
、
1

個
に
は
澁
澤
倉
庫
の
社
章
が
刻
ま
れ
て
い

て
、
佐
賀
町
や
澁
澤
倉
庫
で
働
く
人
た
ち
が

持
ち
上
げ
た
力
石
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
力
石
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
火
を
か
ぶ
っ
て
い
る
た
め
、
戦
災
に

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
年
代
が
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
は
3
個
で
、
そ
れ
ぞ
れ
昭

和
5
年
（
１
９
３
０
）・
同
8
年
・
同
15
年

で
す
。

　

深
川
の
力
持
と
深
川
の
近
代
倉
庫
業
と
の

関
連
性
が
う
か
が
え
る
点
で
も
興
味
深
い
文

化
財
で
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

指
定
解
除

　

ガ
ラ
ス
工
（
江
戸
切
子
）

保
持
者　

小
林
英
夫

登
録
解
除

　

木
工
（
桐
箪
笥
） 

保
持
者　

金
久
保
健
二

【
史
跡
】

所
在
地
変
更

　

芭
蕉
翁
古
池
の
跡常

盤
1
―
3
・
16
・
17
付
近

　

慈
眼
寺
跡 

常
盤
2
―
5
・
６
付
近
及
び

猿
江
2
―
15
付
近

　

十
万
坪
鋳
銭
場
跡 

千
田
3
―
1
付
近

　

牡
丹
園
跡 

毛
利
1
―
19
．
20

佐野利夫氏佐野勇二氏

石造神狐像

澁澤倉庫の社章が刻まれた力石

力石
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吉
原
健
一
郎
先
生
略
歴

昭
和
13
年　

東
京
に
生

ま
れ
る
。

昭
和
42
年　

東
京
教
育

 
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了

昭
和
42
年　

東
京
都
総
務
局
都
政
史
料
館

（
の
ち
都
公
文
書
館
）
勤
務

昭
和
58
年　

成
城
大
学
文
芸
学
部
助
教
授

（
の
ち
教
授
）

昭
和
61
年　

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
（
平
成
24
年
ま
で
）

平
成
6
年　

江
東
区
史
編
纂
委
員

平
成
8
年　

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
会

長
（
平
成
10
年
ま
で
）

平
成
12
年　

江
東
区
区
民
憲
章
策
定
区
民
会

議
委
員
長

平
成
13
年　

江
東
区
区
政
功
労
者
表
彰

平
成
21
年　

成
城
大
学
退
職
・
名
誉
教
授

《
主
な
著
書
・
監
修
》

　
『
江
戸
の
情
報
屋
』『
江
戸
の
町
役
人
』

　
『
目
で
見
る
江
東
区
の
１
０
０
年
』
ほ
か

吉
原
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

江
東
区
長　

山
﨑
孝
明

　

こ
の
た
び
、
本
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
を
な
が
き
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
た
吉
原

先
生
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　

先
生
に
は
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま

た
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
明
る
い
ま
ち
を
築

く
た
め
の
区
民
憲
章
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
区
民
会
議
委
員
長
の
重
責
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

ご
専
門
の
歴
史
学
で
は
、
江
戸
の
歴
史
、

文
化
史
に
特
に
ご
造
詣
が
深
く
、
斯
界
の
重

鎮
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
審

議
会
で
は
、
文
化
財
を
通
し
て
江
戸
下
町
の

町
人
文
化
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
文
化
財
保

護
へ
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
熱
意
を
受
け
継
ぎ
、
今
後
更
な
る
文

化
行
政
の
発
展
に
繋
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

吉
原
先
生
を
悼
む江

東
区
教
育
長　

岩
佐
哲
男

　

吉
原
先
生
の
急
逝
の
報
を
知
り
、
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

吉
原
先
生
は
、
江
戸
や
深
川
の
文
化
史
に

精
通
さ
れ
、
文
化
財
保
護
の
大
切
さ
や
本
区

の
歴
史
の
解
明
な
ど
に
、
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
、
多
く
の
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
会
長
、
副
会
長
の
重
責
を

担
わ
れ
、
歴
史
・
文
化
財
刊
行
物
へ
の
ご
助

言
を
い
た
だ
く
出
版
委
員
会
の
委
員
長
も
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
区
の
歴
史
を
総
合
的
に
ま
と
め
た

『
江
東
区
史
』
の
編
纂
委
員
と
し
て
も
統
括
的

な
お
立
場
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。私
た
ち
が
、

先
生
の
文
化
財
保
護
に
向
か
う
姿
勢
と
そ
の
ご

見
識
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く
、
今
後
と
も

そ
の
ご
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
文
化
財
行
政
に
力

を
尽
く
す
こ
と
が
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

吉
原
健
一
郎
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

　
　
　
　

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

松
平
康
夫

　

吉
原
健
一
郎
先
生
は
、
昭
和
61
年
に
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、

長
年
に
わ
た
っ
て
江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財

保
護
に
重
責
を
担
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

『
東
亰
市
史
稿
』
の
編
さ
ん
で
つ
ち
か
わ
れ

た
厳
密
な
史
料
考
証
と
、
江
戸
の
庶
民
文
化

に
た
い
す
る
独
自
の
視
点
を
も
と
に
多
く
の

著
書
や
論
文
を
世
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
は
私
に
と
っ
て
40
数
年
来
の
か
け
が

え
の
無
い
職
場
の
先
輩
で
あ
り
、
江
戸
、
東
京

の
歴
史
に
つ
い
て
多
く
の
御
教
示
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
お
酒
を
飲
み
歓
談
し
た
こ
と
も

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
急
逝
の
知

ら
せ
に
た
だ
た
だ
呆
然
た
る
思
い
で
す
。

　

審
議
で
は
、
と
き
に
き
び
し
い
指
摘
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
若
い
後
輩
に
た
い
す
る
や
さ

し
さ
が
そ
の
根
底
に
は
あ
り
ま
し
た
。
江
東

区
の
歴
史
と
文
化
に
た
い
す
る
先
生
の
熱
意

と
愛
情
を
後
輩
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
文
化
財

※
頒
布
場
所

文
化
観
光
課
文
化
財
係 （
区
役
所
４
階
）

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョン （
区
役
所
２
階
）

芭
蕉
記
念
館 

（
常
盤
１
│
６
│
３
）

深
川
江
戸
資
料
館 

（
白
河
１
│
３
│
28
）

中
川
船
番
所
資
料
館 （
大
島
９
│
１
│
15
）

保
護
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

心
よ
り
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

『
江
東
区
の
文
化
財
1　

深
川
北
部
』

　
『
江
東

区
の
文
化

財
』
7
冊

目
は
、「
深

川
北
部
」

で
、
小
名

木
川
北
部
の
新
大
橋
・
常
盤
・
森
下
・
高

橋
、
南
部
の
清
澄
、
大
横
川
を
越
え
て
北

部
の
毛
利
・
住
吉
・
猿
江
、
南
部
の
扇
橋
・

石
島
・
千
田
・
海
辺
・
千
石
の
文
化
財
を

収
録
し
ま
し
た
。

『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記　

四
』

　

区
指
定
文
化
財
『
東
都
三
十
三

間
堂
旧
記
』（
深
川
2　

正
覚
寺
所

蔵
）
の
う
ち
、
第
4
巻
を
刊
行
し
ま

し
た
。
本
史
料
は
、
堂
守
の
鹿
塩
家

当
主
が
書
き
つ
づ
っ
た
も
の
で
、
天

明
元
年
（
１
７
８
１
）
か
ら
寛
政
9
年

（
１
７
９
７
）
に
関
す
る
内
容
で
す
。

│ 

新
刊
案
内 

│

│ 

新
刊
案
内 

│
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芭
蕉
記
念
館
で
は
、
二
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

な
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
の
一
つ
め
は
、「
江
戸
と
い
う
時
代

と
文
芸
」
で
す
。
徳
川
家
康
の
開
幕
か
ら
15

代
将
軍
慶
喜
に
い
た
る
、
お
よ
そ
２
６
０
年

間
を
江
戸
時
代
と
い
い
ま
す
。
こ
の
時
代
は
、

そ
れ
ま
で
の
戦
乱
の
世
に
終
止
符
が
打
た
れ
、

幕
藩
体
制
と
い
う
封
建
制
度
の
も
と
、
庶
民

の
文
化
が
大
き
く
花
開
い
て
い
っ
た
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
、
歴
史
の
表
舞
台
に
立
っ
た
武

人
・
文
人
38
名
の
41
点
を
取
り
上
げ
、
江
戸

時
代
の
大
枠
を
通
観
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
資
料
と
し
て

は
、
幕
府
の
確
立
期

に
徳
川
家
康
の
も
と

で
武
家
諸
法
度
な
ど

を
起
草
し
た
以
心
崇

伝
、
二
代
将
軍
の
秀

忠
、
そ
の
ブ
レ
ー
ン

で
も
あ
っ
た
本
多
正

純
や
天
海
、
三
代
将

軍
家
光
の
乳
母
の
春

日
局
、
紫

衣
事
件
に

連
座
し
た

沢
庵
、
水

戸
黄
門
の

名
で
知
ら

れ
た
徳
川

光
圀
、
六

代
将
軍
家

宣
に
仕

え
正
徳
の
治
を
行
っ
た
新
井
白
石
な
ど
か
ら
、

後
期
に
寛
政
の
改
革
を
先
導
し
た
松
平
定
信
、

天
保
の
改
革
の
水
野
忠
邦
、
桜
田
門
外
の
変

で
刺
殺
さ
れ
た
大
老
井
伊
直
弼
な
ど
の
幕
閣
、

佐
久
間
象
山
・
吉
田
松
陰
な
ど
の
思
想
家
、

さ
ら
に
は
新
撰
組
局
長
の
近
藤
勇
に
い
た
る

歴
史
に
名
を
馳
せ
た
人
物
の
手
紙
や
短
冊
な

ど
の
遺
墨
が
並
び
、
多
く
が
初
公
開
と
な
る

資
料
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
文
人
で
は
元
禄
文
学
を
支
え
た
浮

世
草
子
作
家
の
井
原
西
鶴
や
俳
人
の
松
尾
芭

蕉
か
ら
、
化
政
文
化
の
戯
作
者
山
東
京
伝
・

曲
亭
馬
琴
、
戯
作
者
・
国
学
者
の
上
田
秋
成
、

俳
人
小
林
一
茶
ま
で
多
彩
な
文
人
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
教
科
書
で
一
度
は
目
に
し
た
人
物

に
、
こ
の
機
会
に
出
会
っ
て
見
て
は
如
何
で

し
ょ
う
。

　

テ
ー
マ
の
二
つ
め
は
、「
風
景
漫
画
沖
山
潤

の
芭
蕉
と
歩
く
東
京
」
で
す
。
沖
山
潤
氏
は
、

昭
和
41
年
2
月
、
東
京
都
目
黒
区
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
ゲ
ー
ム
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
後
、「
月
光
通
り
の
マ
ス
タ
ー
」

で
『
週
間
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ン
プ
』（
集
英
社
）

の
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年

（
二
〇
〇
二
）
頃
か
ら
下
町
を
題
材
し
た
独
特

の
風
景
漫
画
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
繊
細

な
描
写
の
中
に
ほ
の
ぼ
と
と
し
た
漫
画
の
持
つ

ユ
ー
モ
ラ
ス
を
加
味
し
た
「
風
景
漫
画
」
と
い

う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
都
内
に
あ
る
芭
蕉
句
碑
を
も
と

に
取
材
し
、
江
東
区
常
盤
の
芭
蕉
稲
荷
神
社

の
「
古
池
や
蛙
と
び
込
む
水
の
音
」
を
皮
切

り
に
、
日
本
橋
室
町
の
「
発
句
也
松
尾
桃
青

宿
の
春
」、
隅
田
川
・
駒
形
橋
よ
り
浅
草
を
臨

む
「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
」
な
ど
作

者
の
コ
メ
ン
ト
入
り
の
15
作
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
千
句
足
ら
ず
の
芭
蕉
の
句

の
中
か
ら
作
者
が
「
ぬ
れ
て
行
や
人
も
お
か

し
き
雨
の
萩
」
や
「
さ
ま
ざ
ま
の
事
お
も
ひ

出
す
桜
か
な
」
な
ど
15
句
を
選
び
、
芭
蕉
句

の
「
ユ
ー
モ
ア
」
の
世
界
を
漫
画
で
描
い
た

「
漫
画
で
描
く
沖
山
潤
の
芭
蕉
句
傑
作
選
」
も

併
せ
て
展
示
し
た
沖
山
ワ
ー
ル
ド
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
成
る
歴
史
の
重

厚
さ
と
漫
画
に
よ
る
芭
蕉
句
の
「
ユ
ー
モ
ア
」

の
世
界
を
十
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
横
浜
文
孝
）

芭
蕉
記
念
館

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

展
示
室
休
室

第
２・４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入

館

料

大
人
1
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

交
　
　
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線・大
江
戸
線

森
下
駅　

徒
歩
7
分

問

合

せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
│
６
│
３

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
特
別
展

―
秀
忠
・
春
日
局
・
光
圀
な
ど
か
ら
近
藤
勇
ま
で
―

4
月
26
日（
木
）〜
6
月
24
日（
日
）ま
で

◆
江
戸
と
い
う
時
代
と
文
芸

◆
江
戸
と
い
う
時
代
と
文
芸

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
芭
蕉
と
歩
く
東
京

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
芭
蕉
と
歩
く
東
京

徳川秀忠書状

沖山潤作
「隅田川・新大橋」

近藤勇書状

井
原
西
鶴
筆
「
ひ
ら
樽
や
」
句
短
冊
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江
東
区
を
東
西
に
流
れ
る
小
名
木
川
。
天

正
18
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康
が
行
徳

の
塩
を
運
ぶ
た
め
に
開
削
を
命
じ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
挿
絵
は
、
猿
江

に
あ
っ
た
五
本
松
で
す
。
小
名
木
川
が
や
や

カ
ー
ブ
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は

ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
ま
す
。
絵
に
は
、
た

く
さ
ん
の
お
客
が
乗
っ
て
い
る
川
舟
が
見
え

ま
す
。
小
名
木
川
は
物
だ
け
で
は
な
く
、
江

戸
か
ら
房
総
へ
、
あ
る
い
は
江
戸
へ
と
向
か

う
人
た
ち
の
往
来
も
さ
か
ん
で
し
た
。

　

今
回
は
、
川
の
道
小
名
木
川
を
取
り
上
げ
、

名
所
絵
に
描
か
れ
た
小
名
木
川
の
名
所
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

名
木
五
本
松

　

五
本
松
は
、「
本
所
深
川
絵
図
」（
下
図
矢

印
）
に
記
さ
れ
、
ま
た
「
名
所
江
戸
百
景
」

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、「
誰
知
ら
ぬ

者
な
き
」
と
い
う
名
木
で
し
た
。
本
来
は
五

株
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
一
株
と
な
っ
た
も

の
の
、「
五
本
松
」
と
い
う
名
は
残
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）

2
月
、
枯
れ
た
た
め
に
伐
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
大
勢
の
人
が
見
守
っ
た
そ
う
で
す
。

　

小
名
木
川
を
往
来
す
る
人
た
ち
も
そ
の
見

事
な
枝
振
り
を
愛
で
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
奥

の
細
道
」の
旅
を
終
え
た
芭
蕉
も
そ
う
で
し
た
。

『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
、「
川
上
と
こ
の
か
は

し
も
や
月
の
友
」（
元
禄
6
年
・
１
６
９
３
吟
）

の
芭
蕉
の
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
は
、

五
本
松
の
ほ
と
り
に
舟
を
う
か
べ
て
、
同
じ

月
を
な
が
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
川
上
に
い
る

友
人
に
想
い
を
は
せ
た
の
で
し
た
。

町
場
と
農
村
と
の
境

　

と
こ
ろ
で
、
芭
蕉
の
句
の
前
書
き
に
「
深
川

の
末
五
本
松
と
い
ふ
所
に
船
を
さ
し
て
」
と

あ
り
ま
す
。
猿
江
の
あ
た
り
は
深
川
で
、
横

十
間
川
か
ら
東
は
本
所
で
す
。
と
こ
ろ
が
文
政

期
（
19
世
紀
な
か
ば
）
に
幕
府
が
猿
江
の
寺
院

に
由
緒
の
書
上
を
提
出
さ
せ
る
と
、「
南
本
所
」

重
願
寺
、「
本
所
猿
江
村
」妙
寿
寺
、「
本
所
猿
江
」

広
済
寺
、「
深
川
猿
江
」
泉
養
寺
、「
本
所
猿
江
」

慈
眼
寺
、「
本
所
猿
江
」
覚
王
寺
と
出
し
て
き

た
の
で
す
。
幕
府
の
担
当
者
は
、
本
所
猿
江
と

書
い
て
き
た
寺
院
は
、
地
所
は
す
べ
て
深
川
な

の
で
、
深
川
寺
社
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
と
の

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
猿
江
の

あ
た
り
は
、
深
川
と
本
所
、
ど
ち
ら
で
あ
る
の

か
が
あ
い
ま
い
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

古
代
以
来
、
山
川
を
も
っ
て
境
界
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
人
間
は
地
理
的
条
件
に
よ
り

境
界
を
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
猿
江

あ
た
り
の
場
合
、
西
は
大
横
川
に
、
東
は
横

十
間
川
で
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深

川
と
本
所
い
ず
れ
に
も
属
す
る
両
属
の
地
、

す
な
わ
ち
境
界
の
地
で
あ
る
と
の
意
識
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
「
本
所
深
川

絵
図
」
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
西
は
町

場
、
東
は
農
村
で
あ
り
、
景
観
か
ら
い
っ
て

も
猿
江
あ
た
り
は
境
界
で
し
た
。

　

こ
う
考
え
て
い
く
と
、
な
ぜ
五
本
松
が
小

名
木
川
の
名
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

か
が
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
枝
振
り
が
奇
観

で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
境
界
の
地
に
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
新

幹
線
に
乗
っ
て
東
京
に
帰

る
時
な
ど
、
車
窓
に
建
物

が
増
え
、
夜
に
は
ネ
オ
ン

が
見
え
て
く
る
と
、
あ
あ

帰
っ
て
き
た
ん
だ
な
と
思

わ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
。『
江
戸
名
所
図
会
』

挿
絵
の
よ
う
に
、
江
戸
に

戻
っ
て
き
た
船
旅
の
人
た

ち
も
、
五
本
松
を
見
て
、

あ
あ
江
戸
市
中
に
戻
っ
て

き
た
の
か
、
と
感
じ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
江

戸
か
ら
房
総
へ
旅
す
る
人

川
の
道

 
小
名
木
川
と
名
所

川
の
道

 
小
名
木
川
と
名
所

江
東

古
道

の

を
ゆ
く

番
外
編

大
横
川

横
十
間
川

大島橋
小名木川

大
横
川

横
十
間
川

「
四
ツ
目
橋
通
り
」

「
四
ツ
目
橋
通
り
」

大島橋
21 小名木川

五百羅漢寺五百羅漢寺
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は
、
こ
れ
か
ら
田
園
地
帯
な
ん
だ
な
と
思
う

目
印
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
芭
蕉
が
、

こ
こ
で
舟
を
と
め
て
、
友
だ
ち
を
想
っ
た
こ

と
は
、「
深
川
の
末
」
五
本
松
に
対
す
る
こ

う
い
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。

五
百
羅
漢
寺
へ
の
道
し
る
べ

　

現
在
、
四
ツ
目
通
り
と
小
名
木
川
が
交
差

す
る
地
点
に
架
か
る
小
名
木
川
橋
の
北
詰
東

側
に
「
五
百
羅
漢
道
標
」
が
建
っ
て
い
ま
す

（「
本
所
深
川
絵
図
」
①
）。
正
面
に
は
「
是

よ
り
五
百
ら
か
ん
江
右
川
（
通
り
）
八
町
ほ

と
先
へ
参
り
（
申
候
）」、
右
側
面
に
は
「
此

横
道
四
ツ
目
橋
通
り
亀
戸
天
神
（
道
）」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
道
標
は
、
現
在
の
西
大

島
駅
付
近
に
あ
っ
た
五
百
羅
漢
寺
へ
の
道
を

往
来
の
人
々
に
指
し
示
し
た
も
の
で
す
。

　

道
標
に
よ
る
と
小
名
木
川
北
通
り
を
8
町

ほ
ど
行
く
と
五
百
羅
漢
寺
へ
行
き
着
く
と
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
川
沿
い
ま
で
建
物
が

建
っ
て
い
ま
す
の
で
、
絵
図
上
で
進
み
ま
す

と
、
横
十
間
川
に
行
き
当
た
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
大
島
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

大
島
橋
は
震
災
復
興
後
に
北
側
へ
移
り
、
そ

の
西
詰
に
は
釜
屋
堀
子
育
地
蔵
堂
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に

も
五
百
羅

漢
を
案
内
す

る
「
五
百
ら

か
ん
道
標
」

が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
小
名
木
川
沿
い
の

大
島
橋
た
も
と
に
建
ち
（「
本
所
深
川
絵
図
」

②
）、
道
行
く
人
を
案
内
し
て
い
ま
し
た
。

　

道
標
は
、
小
名
木
川
を
舟
で
行
く
人
た
ち

に
も
見
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。『
江
戸
名
所

図
会
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
小
名

木
川
の
護
岸
は
低
く
、
舟
か
ら
容
易
に
上
陸

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
標
の
存
在
は
、

参
詣
す
る
人
々
の
往
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
田

園
地
帯
の
名
所
五
百
羅
漢
寺
（
上
図
）
を
案

内
す
る
道
標
が
猿
江
に
建
て
ら
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
地
が
境
界
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
境
│
中
川
番
所
│

　

五
本
松
の
ほ
か
に
、
小
名
木
川
の
名
所
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
、
中
川
番
所

で
す
（
下
図
）。
中
川
番
所
は
、
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
）
6
月
に
萬
年
橋
北
岸
に
あ
っ

た
深
川
番
所
が
中
川
口
に
移
転
し
た
も
の
で
、

江
戸
へ
出
入
り
す
る
川
舟
を
取
り
締
ま
り
、

の
ち
に
は
商
品
荷
物
の
改
め
も
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
中
川
と
小
名
木
川
、

そ
し
て
行
徳
へ
と
流
れ
る
船
堀
川
が
交
差
す

る
川
の
十
字
路
で
、
交
通
の
要
衝
で
し
た
。

　

下
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
挿
絵
の
主
題

は
「
中
川
口
」
で
、
左
の
「
名
所
江
戸
百
景
」

も
同
様
で
す
が
、
い
ず
れ
も
番
所
が
描
き
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
前
者
で
は
番
所

の
建
物
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
絵
の
構

図
が
「
五
本
松
」
の
構
図
と
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
は
番
所
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
幕

府
の
施
設
を
こ
れ
だ
け
は
っ
き
り
と
描
い
た

も
の
は
め
ず
ら
し
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

文
政
元
年
（
１
８
１
８
）、
御
府
内
の
範
囲

が
確
認
さ
れ
た
際
、
東
側
の
境
は
中
川
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
川
番
所
は
、
御
府
内
の
出

入
り
口
、
境
界
の
位
置
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。小
名
木
川
を
往
来
す
る
人
々

が
番
所
を
見
た
と
き
、
よ
う
や
く
江
戸
に
近

づ
い
た
と
感
じ
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
江
戸

を
出
る
こ
と
を
思
い
、
か
す
か
な
緊
張
感
と

と
も
に
番
所
の
前
で
舟
を
と
め
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
中
川
番
所
は
江
戸
を
意
識

さ
せ
る
名
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

栗
原 

修
）
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旧
大
石
家
住
宅
は
、
江
東
区
内
に
残
る
最

古
の
民
家
で
す
。
現
在
は
、
仙
台
堀
川
公
園

内
で
保
存
さ
れ
、
土
・
日
・
祝
日
は
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
日
は
、
旧
大

石
家
住
宅
友
の
会
の
方
々
が
交
代
で
掃
除
や

囲
炉
裏
の
火
入
れ
を
し
て
、
建
物
の
保
全
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
で

守
ら
れ
て
い
る
旧
大
石
家
住
宅
は
、
時
に
区

外
の
方
々
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
先
日
も
、地
下
鉄
の
無
料
情
報
誌
『
メ

ト
ロ
ガ
イ
ド
』
連
載
中
の
街
歩
き
イ
ラ
ス
ト

ル
ポ
「
東
京
探
訪
」
で
記
事
に
取
り
上
げ
た

い
と
申
し
出
が
あ
り
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
高
橋
カ
オ
リ
氏
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

雑
誌
4
月
号
に
は
、
高
橋
氏
の
か
わ
い
い
イ

ラ
ス
ト
と
一
緒
に
旧
大
石
家
住
宅
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
旧
大
石
家
住
宅
の
見
学
と
イ
ラ

ス
ト
素
材
の
収
集
の
ほ
か
、
友
の
会
の
方
と

も
お
話
を
さ
れ
、
昔
の
生
活
の
様
子
や
旧
大

石
家
住
宅
の
魅
力
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、「
昔
は

ほ
と
ん
ど
の
家
に
囲
炉
裏
が
あ
っ
て
、
煮
炊

き
し
て
い
た
よ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た

の
も
、
た
ま
た
ま
見
学
に
来
た
大
石
家
住
宅

に
囲
炉
裏
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
好
き
だ
か
ら
」

と
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
橋
氏
は
、
見
学
者
は
年
配
の
方

や
小
学
生
が
多
い
と
聞
く
と
、
も
っ
と
若
い

人
に
み
て
も
ら
っ
て
、
昔
の
暮
ら
し
を
知
っ

て
も
ら
え
る
と
よ
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
の
中
に
た
た
ず
む
昔

な
が
ら
の
建
物
は
風
情
が
あ
り
、
訪
れ
る
人

を
少
し
懐
か
し
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま

す
。
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
守
ら
れ
て

い
る
旧
大
石
家
住
宅
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

（
所
在
地
）

　

江
東
区
南
砂
5
│
24
地
先 

仙
台
堀
川
公
園
内

（
問
合
先
）

　

江
東
区
地
域
振
興
部
文
化
観
光
課

　

文
化
財
係
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

　

古
写
真
は
、
失
わ
れ
た
風
景
や
記
憶

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
と
と
も
に
、
新
た

な
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
今
回
、
２
０
１
２
年
1
月
18
日
か

ら
29
日
ま
で
「
江
東
古
写
真
展
・
昭
和

の
想
い
出
、
平
成
の
風
景
」
を
深
川
東

京
モ
ダ
ン
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
文
化

財
係
で
は
、
平
成
19
年
に
文
化
財
保
護

推
進
協
力
員
の
有
志
を
中
心
と
し
た「
古

写
真
整
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
区
内
を
撮
影
し
た
古
写
真
の
整
理

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
古

写
真
展
は
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

期
間
中
は
延
べ
千
人
を
超
え
る
た
い

へ
ん
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

会
場
は
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。
隣
り

合
っ
た
見
知
ら
ぬ
方
同
士
で
写
真
を
見

な
が
ら
昔
話
に
花
が
咲
く
、
と
い
っ
た

光
景
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。
ご

記
入
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

古
写
真
が
持
つ
力
と
い
う
も
の
が
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
存
在
に
あ

り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
古
写
真
の
選
定

か
ら
説
明
文
の
執
筆
、
現
在
地
の
写
真

撮
影
、
地
図
の
作
成
、
会
場
設
営
に
い

た
る
ま
で
担
当
さ
れ
、
期
間
中
も
毎
日

交
代
で
会
場
に
詰
め
て
、解
説
役
を
買
っ

て
出
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

充
実
し
た
内
容
の
展
示
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
区
民
協
働
」

の
成
功
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
区
民
の
み
な
さ
ま
に
古
写
真

の
ご
提
供
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た

い
へ
ん
多
く
の
貴
重
な
古
写
真
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
す

べ
て
を
展
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

み
な
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
を
ふ
ま
え
ま
し
て
、
古

写
真
集
の
刊
行
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
ご
自
宅
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る
古

写
真
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
文
化
財
係

ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
元
文
化
財
専
門
員 

中
西
崇
・
青
木
祐
一
）

メ
ト
ロ
ガ
イ
ド
の

取
材
を
受
け
ま
し
た

囲
炉
裏
ば
た（
旧
大
石
家
日
記
） 

⑬

江
東
古
写
真
展
を
振
り
返
っ
て

江
東
古
写
真
展
を
振
り
返
っ
て

囲炉裏を囲んでの取材風景
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